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元世界陸上日本代表の
トップアスリートが

児童に指導

吾
妻
山
で



山
開
き
安
全
祈
願
祭

　
国
定
公
園
﹁
吾
妻
山
﹂
の
山
開

き
安
全
祈
願
祭
が
六
月
十
四
日
、

麓
の
第
二
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
和
泉
副
町
長
、

議
員
、
地
元
関
係
者
や
同
じ
吾
妻

山
に
接
し
交
流
の
あ
る
庄
原
市
比

和
町
か
ら
の
来
賓
な
ど
約
四
十
人

の
参
列
の
も
と
、
今
年
の
登
山
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
吾
妻
山
は
、
毎
年
多
く
の
登
山

客
や
小
学
校
の
教
育
キ
ャ
ン
プ
な

ど
行
わ
れ
る
夏
山
で
す
。

　
ま
た
、
麓
の
﹁
つ
り
ぼ
り
吾
妻

山
﹂
も
幅
広
い
年
代
で
手
軽
に
自

然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
も
奥
出
雲
の
自
然
と
癒
し

を
求
め
て
、
多
く
の
登
山
客
、
観

光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
用

地
域
資
源
を
活
用

　
奥
出
雲
町
観
光
協
会
研
修
会

　
奥
出
雲
町
観
光
協
会
研
修
会

　
六
月
二
十
六
日
、
玉
峰
山
荘
で
、

奥
出
雲
町
観
光
協
会
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
町
の
観
光
協
会
員
、
商

工
会
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
職
員
な

ど
約
六
十
人
が
出
席
し
、
こ
れ
か

ら
の
奥
出
雲
町
の
観
光
の
あ

り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
島
根
県
観

光
戦
略
委
員
で
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
︵
株
︶
地
域
振
興

課
長
の
福
井
善
朗
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
、
観
光
客
の

旅
に
対
す
る
目
的
や
ニ
ー
ズ

が
変
わ
り
、
従
来
の
名
所
旧

跡
を
巡
る
一
般
観
光
か
ら
、

自
然
や
伝
統
文
化
の
魅
力
を

体
感
す
る
体
験
型
観
光
が
主

流
と
な
っ
て
い
る
と
話
が
あ

り
ま
し
た
。

　
福
井
さ
ん
か
ら
は
﹁
奥
出

雲
町
に
は
、
文
化
や
伝
統
工

芸
、
食
材
な
ど
の
地
域
資
源
が
数

多
く
あ
り
、
伝
統
の
技
を
持
つ
職

人
な
ど
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

満
足
度
の
高
い
観
光
を
提
供
で
き

る
﹂
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
︵
株
︶
リ
ク
ル
ー
ト
の

竹
本
和
弘
氏
か
ら
、
平
成
十
九
年

度
ギ
ャ
ッ
プ
調
査
で
奥
出
雲
町
の

状
況
の
報
告
が
あ
り
、
近
郊
都
市

圏
住
民
の
約
一
割
が
奥
出
雲
町
を

知
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
仁
多

米
や
ソ
バ
な
ど
食
に
高
い
関
心
を

持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
観
光
協
会
理
事
で
商
工
会
副

会
長
の
植
田
良
二
さ
ん
か
ら
は﹁
奥

出
雲
町
の
認
知
度
が
ま
だ
低
い
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
伸
び
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
今

後
一
層
の
観
光
振
興
に
取
り
組
み

た
い
﹂と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
と(

財)

日
本
体
育

協
会
の
﹁
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

派
遣
指
導
事
業
﹂
に
選
ば
れ
た

布
勢
小
学
校
︵
全
校
児
童
七
十

四
人
︶
が
六
月
二
十
五
日
、
三

成
公
園
陸
上
競
技
場
で
陸
上
教

室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
事
業
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
の
経
験
と
技
術
を
子
供
た

ち
に
伝
え
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
を

目
的
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
講
師
は
、
陸
上
競
技
の
四
百

　
選
手
で
、
二
〇
〇
一
年
の
エ

ド
モ
ン
ト
ン
世
界
陸
上
選
手
権

大
会
な
ど
に
日
本
代
表
と
し
て

出
場
し
た
邑
木
隆
二
さ
ん
︵
現
・

駿
河
台
大
学
陸
上
部
監
督
︶
。

　
児
童
た
ち
は
、
邑
木
さ
ん
の

丁
寧
な
指
導
の
も
と
、
腕
振
り

や
も
も
上
げ
な
ど
の
基
本
動
作

や
バ
ラ
ン
ス
良
く
無
駄
の
な
い

走
り
方
の
コ
ツ
を
教
わ
り
、
わ

ず
か
な
時
間
で
フ
ォ
ー
ム
が
改

善
さ
れ
、
走
る
こ
と
の
楽
し
さ

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　
邑
木
さ
ん
は
﹁
カ
ー
ル
・
ル
イ

ス
に
あ
こ
が
れ
て
陸
上
を
始
め
た
。

あ
き
ら
め
な
い
で
頑
張
り
続
け

れ
ば
夢
は
必
ず
か
な
い
ま
す
。
み

ん
な
も
夢
を
見
つ
け
て
楽
し
く
、

そ
し
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
﹂
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
指
導
を
受
け
た
児
童
の

中
か
ら
、
将
来
世
界
の
舞
台
で

活
躍
す
る
選
手
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

む
ら

き

メ
ー

ト
ル

元世界陸上日本代表の
トップアスリートが

児童に指導

　
今
年
度
の
島
根
県
児
童
演
劇

巡
回
公
演
が
、
島
根
県
、
奥
出

雲
町
文
化
協
会
の
主
催
で
、
六

月
二
十
七
日
と
三
十
日
の
二
日
間
、

町
民
体
育
館
、
横
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
町
内
の
全
小
学
生
約
八

百
人
が
舞
台
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
演
は
、
児
童
た
ち
に

演
劇
や
舞
台
な
ど
を
間
近
で
観

賞
す
る
場
を
提
供
し
、
感
動
す

る
素
直
な
気
持
ち
を
培
っ
て
ほ

し
い
と
願
い
毎
年
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
訪
れ
た
劇
団
は
中
四
国

地
方
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
る
﹁
劇

団
風
の
子
﹂
で
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
学
校
な
ど
で
公
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
四
季
の
移
り
ゆ
く
山
里
の
自

然
が
、
中
国
地
方
の
特
産
品
で

も
あ
る
畳
表
や
和
紙
を
使
い
動

物
や
植
物
、
昆
虫
な
ど
を
通
じ

て
情
景
豊
か
に
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
虫
笛
、
鳥
笛
な
ど
の

擬
音
笛
、
赤
貝
を
こ
す
り
合
わ

せ
て
出
す
カ
エ
ル
の
声
、
竹
笛

に
セ
ロ
ハ
ン
を
張
り
、
糸
を
付

け
て
ま
わ
す
セ
ミ
の
音
な
ど
が

見
事
に
表
現
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
、

お
芝
居
と
と
も
に
、
様
々
な
音

も
楽
し
み
、
心
豊
か
に
な
る
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
演
を
通
じ
て
自
然
の

大
切
さ
や
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を

学
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

町内の全児童が鑑賞

た
た
み
お
も
て

島根県児童演劇地方巡回公演
「山里からのおくりもの」

　
六
月
八
日
、
町
民
体
育
館
で
島

根
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
歓

会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
か
ら
四
十

五
チ
ー
ム
、
約
四
百
人
の
少
年
剣

士
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
歓
会
は
、
各
地
域
の
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
集
い
、
剣

道
を
通
し
て
心
身
の
練
磨
と
礼
儀

作
法
を
実
践
し
、
相
互
の
親
善
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
て

い
ま
す
。

　
奥
出
雲
町
か
ら
も
八
団
体
十
二

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
少
学
女
子
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
、
鳥

上
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
第
三

位
に
入
り
ま
し
た
。

　
開
始
の
合
図
で
試
合
が
始
ま
る

と
、
激
し
く
剣
を
交
え
、
地
域
の

指
導
者
や
保
護
者
の
声
援
で
、
会

場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
運
営
に
は
横
田
高

校
の
生
徒
も
協
力
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
六
月
九
日
か
ら
五
日
間
、
国
・

県
の
要
請
を
受
け
、
今
年
四
月
に

財
務
省
、
法
務
省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省
へ
入
省
し
た
新
任
職

員
四
名
が
、
奥
出
雲
町
の
企
業
や

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
を
視
察
し
、

繁
殖
育
成
牧
場
で
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　
研
修
生
か
ら
は
﹁
地
方
の
実
情

に
つ
い
て
、
資
料
や
講
義
で
得
る

知
識
と
は
質
も
量
も
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
勉
強
に
な
っ
た
。
特
に
、

奥
出
雲
町
の
競
争
力
の
あ
る
農
業

推
進
や
第
三
セ
ク
タ
ー
の
コ
ス
ト

意
識
な
ど
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。

今
後
の
職
務
に
お
い
て
、
地
方
の

独
自
性
を
常
に
意
識
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
職
務
に
活
か
し
て
い
き
た

い
﹂
な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
六
月
五
日
、
奥
出
雲
町
生
産
森

林
組
合
振
興
協
議
会
総
会
︵
町
内

九
組
合
、
組
合
員
約
八
百
人
︶
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
等
に
よ
り
、
森
林

整
備
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る

今
日
、
生
産
森
林
組
合
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
生
産
森
林
組
合
の
経

済
的
、
社
会
的
地
位
向
上
の
た
め

協
議
会
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
協
議
会
の
会
長
に
は
安

部
傭
造
さ
ん
︵
横
田
︶
、
副
会
長

に
は
渡
部
一
夫
さ
ん
︵
八
川
︶
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

第
三
十
八
回

第
三
十
八
回

　
島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
歓
会

　
島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
歓
会

各
省
庁
の
新
任
職
員
が

　
　
　
　

奥
出
雲
町
で
実
地
研
修

奥
出
雲
町
生
産
森
林
組
合
新
体
制
決
ま
る

▲講演会の様子

▲邑木さんから指導を受ける児童ら

▲神事の様子▲児童たちは楽しい時間を過ごしました

▲奥出雲椎茸での研修


